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第 1 会場  F201 講義室  司会 佐野比呂己(北海道教育大学) 望月善次(元岩手大学) 

➀01-1 国定国語教科書における伝統芸能の受容 ―国語科に

おける芸能文化の教材化の成立― 

井関千尋 (福島大学大学院・院生) 

➀01-2 1930 年代の富山県における読方教育に関する一考察  松本圭朗 (近畿大学) 

➀01-3 主体的・探究的に読む国語科授業の創造 ―「考えの

形成」のプロセスに着目した一考察― 

長屋樹廣 (北海道教育大学釧路校) 

➀01-4 柳田高校国語科教科書における「私の受けてきた教

育」（山川菊栄）の教材化  

佐野比呂己 (北海道教育大学) 

➀01-5 国語科教育学の原理的考察（十）  望月善次 (元岩手大学) 

   

第 2 会場  F202 講義室  司会 上田祐二(北海道教育大学) 植山俊宏(京都教育大学) 

➀02-1 令和の日本型教育に求められる評価方法の模索 ―

Jung(2024)の評価論をもとに― 

釘宮里枝 (大分県教育庁) 

➀02-2 国語学習実践における「問う」ことの意味  森一滋 (福岡県教育庁筑豊教育事務所) 

➀02-3 「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実

が「問い」の扱いをどう変えるか ―小学校３年生文学

教材の単元デザインを通して― 

平井りい子 (沖縄女子短期大学) 

久貝真紀 (那覇市立仲井真小学校) 

➀02-4 ＩＣＴ活用で言語活動と言語活動に関連する学習用語

使用を評価する国語科授業評価論 ―初等国語科教育

法受講生のフィラー（学習用語）の用語使用・概念使用

の検証から開発する― 

柳谷直明 (北海道栄高等学校、北海道教

育大学札幌校) 

➀02-5 国語教育における学びの個別化に関する基礎的検討 

―アフォーダンス理論を手がかりに― 

竜田徹 (佐賀大学) 

   

第 3 会場  F203 講義室  司会 中村和弘(東京学芸大学) 中村敦雄(明治学院大学) 

➀03-1 中学校における書道パフォーマンスの指導モデルに関す

る実践的研究 ―制作過程の可視化を重視した試行的

アプローチの検討― 

村田真樹 (広島市立日浦中学校) 

➀03-2 【辞退】 
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➀03-3 量子認知モデルとしての「辞書引き学習」の概念化とデ

ジタル実装の可能性 ―日本・シンガポール・英国・イン

ドの初等教育における第一言語教育での実装化― 

深谷圭助 (中部大学) 

➀03-4 小学 4・5 年生における二字漢字語の意味推測  本多由美子 (国立国語研究所) 

松下達彦 (国立国語研究所, 総合研究

大学院大学) 

新井智大 (明治大学大学院・院生, 国立

国語研究所) 

➀03-5 漢字に関連する語彙表についての検討 ―難易度に基

づく整理を中心に― 

冨安慎吾 (島根大学) 

   

第 4 会場  F204 講義室  司会 長田友紀(筑波大学) 山元悦子(福岡教育大学) 

➀04-1 平成 11 年版学習指導要領下の高等学校における「話

すこと・聞くこと」  

小川一美 (東京学芸大学附属国際中等

教育学校) 

➀04-2 学習者の問い生成と意見形成の相互作用 ―修辞ユニ

ット分析によるグループ発話の考察― 

中尾聡志 (熊本市立健軍東小学校, 兵

庫教育大学連合大学院学校教育研究

科) 

➀04-3 サークル対話での「質問すること」に関するメタ認知的

知識の変容 ―入門期の学習者の関係性に注目した分

析を通して― 

大村幸子 (東京学芸大学附属小金井小

学校) 

➀04-4 対話指導における〈トーク音読〉の効果  北川雅浩 (熊本大学) 

➀04-5 共通語指導における共通語と方言との関係性 ―此島

正年を中心に― 

原田大樹 (西南学院大学) 

   

第 5 会場  F205 講義室  司会 渡部洋一郎(上越教育大学) 児玉忠(宮城教育大学) 

➀05-1 自己効力感を高める高等学校短歌創作実践 ―国際

バカロレア教育理論を援用して― 

影山恵礼名 (神奈川県立松陽高等学校) 

➀05-2 キャラ概念を援用した国語表現の授業実践 ―自分らし

さって何だ？― 

西澤萌希 (早稲田大学) 

➀05-3 ショート・ショート教材を活用した中学校物語創作の実

践研究  

常塚優里 (京都教育大学・科目等履修

生) 

➀05-4 詩との出会いを通じた大学課程での内発的学びの可能

性 ―思春期児童・生徒による詩作品をめぐる鑑賞・創

造活動から― 

加藤恵美子 (桃山学院大学) 

➀05-5 「書くこと」における語り手を育む創作指導の基礎的検

討（3） ―西郷竹彦「虚構の作文」を手がかりに― 

井口あずさ (甲南女子大学) 

   

第 6 会場  F206 講義室  司会 森田香緒里(文教大学) 河野順子(元白百合女子大学) 

➀06-1 論理的に書くために読む指導の効果検証  渡辺真由美 (越谷市立北越谷小学校) 
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➀06-2 「論理国語」におけるフレームワークの活用 ―ピラミッ

ド・ストラクチャーで論理的文章を書く― 

高野光男 (元都立産業技術高専) 

➀06-3 論理的文章を「書くこと」の授業提案（高等学校）  長谷川祥子 (青山学院大学) 

➀06-4 中学校国語科における「書くこと」の学習の評価研究 

―小論文評価の観点及び評価実践研修をもとにして― 

西山明人 (東京農業大学第三高等学校

附属中学校) 

➀06-5 【辞退】 
 

   

第 7 会場  F306 講義室  司会 古賀洋一(島根県立大学) 吉川芳則(神戸女子大学) 

➀07-1 批判的思考を促す説明的文章の学習デザイン  山本康生 (上越教育大学教職大学院・院

生) 

➀07-2 学習者の世界観の再構成を促す説明的文章の学習指

導 ―〈文脈〉を授業デザインの核として― 

西脇陽介 (名古屋市立春田小学校) 

➀07-3 他者との交流によって自己の言葉が再構成される「関

係的意味性」の多様さ ―説明的文章「言葉の意味が

分かること」（小学 5 年）の初発の感想交流の分析を

通して― 

野中太一 (暁星小学校) 

➀07-4 論理的文章を「読むこと」の学習指導研究（小学校） 

―小学 3・4 年の教材を中心にして― 

西山悦子 (東京未来大学) 

➀07-5 中学校・説明的文章入門期の読み方指導 ―『ダイコン

は大きな根？』と『ちょっと立ち止まって』をどう読むか― 

丸山義昭 (法政大学（非常勤）) 

   

第 8 会場  F401 講義室  司会 足立幸子(新潟大学) 鶴田清司(元都留文科大学) 

➀08-1 文学教育におけるクリティカル・リテラシーの理論的検討  村鳥舞弥 (広島大学大学院・院生) 

➀08-2 物語教材における学習者自身による初読の妥当性の評

価 ―生成 AI を活用したテクスト理解プロセスの肯定

的自認― 

齊俊次 (国本学園国本小学校) 

➀08-3 読むための問いとなるための問い ―読めなさと演じら

れなさから生起する学習者の立ち止まりに着目して― 

髙木公裕 (吉野ヶ里町立三田川小学校) 

➀08-4 文学の読みの学習における「語り手との対話の回路」の

措定に関する理論的検討 ―「間テクスト性」の非対称

性に着目して― 

上月康弘 (松本大学) 

➀08-5 文学的文章の読解方略に関する調査研究 ―小学校

４・５年生を対象に― 

長岡由記 (滋賀大学) 

野間隆秀 (滋賀大学教育学部附属小学校) 

柴原茜 (滋賀大学教育学部附属小学校) 

伴野彰宣 (滋賀大学教育学部附属小学校) 

     
第 9 会場  F301 講義室  司会 勝田光(筑波大学) 石田喜美(横浜国立大学) 
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➀09-1 芦田恵之助の読み方指導にある今日的意義（１） ―考

えの根拠箇所を音読することによる低位層への支援効

果に着目して― 

須佐宏 (和歌山大学) 

➀09-2 「海の命」とヘゲモニックな男性性  木村季美子 (武庫川女子大学) 

➀09-3 戦争児童文学の読みにおける学習経験の転移 ―社会

文化的アプローチに基づく「模型のまち」の授業分析か

ら― 

丸田健太郎 (広島大学附属小学校) 

➀09-4 「書けなさ」の物語としての「スワンレイクのほとりで」  永井ほのり (目黒区立原町小学校) 

➀09-5 学習者の読みの反応とジェンダーの影響 ―「少年の日

の思い出」「走れメロス」の初発の感想分析から― 

明尾香澄 (奈良教育大学) 

   

第 10 会場  F302 講義室  司会 河野智文(福岡教育大学) 幾田伸司(鳴門教育大学) 

➀10-1 文学の読みにおける教師のファシリテーション機能に関

する授業分析  

太田諒平 (上越教育大学教職大学院・院

生) 

➀10-2 生涯読書へつながる中学校国語科文学作品の比較・考

究学習に関する実践研究 ―『少年の日の思い出』を

中心に― 

代田千晴 (京都教育大学大学院) 

➀10-3 戦争と身近な暴力を結びつける中学校国語科平和教

育の実証的研究 ―学習者の読みの過程に着目して― 

樋口航生（向日市立寺戸中学校) 

➀10-4 物語教材における探究的な学びの創造 ―『注文の多

い料理店』からイーハトーブを読み解く― 

吉牟田幸子 (刈谷市立朝日小学校) 

➀10-5 文学表象によるカタストロフィーの記憶の分有に関する

実践 ―『少年が来る』における読みの体験と相対化を

通して― 

高松美紀 (東京学芸大学附属国際中等

教育学校) 

   

第 11 会場  F303 講義室  司会 住田勝(大阪教育大学) 山元隆春(広島大学) 

➀11-1 文学教材の英訳活動を通じた国語科・英語科の連携 

―八木重吉「虫」の翻訳活動の分析― 

守田智裕 (広島大学附属福山中・高等学

校, 広島大学大学院・院生) 

➀11-2 〈審美的交流〉を促す学習デザイン ―「少年の日の思

い出」を用いた授業における問いづくりと読みの交流を

通して― 

大島彩弥香 (上越教育大学附属中学校) 

➀11-3 物語の末尾における語り ―「おにたのぼうし」の実践を

通して― 

渡辺優菊 (品川区立八潮学園) 

松本修 (元玉川大学教職大学院) 

➀11-4 物語構造に着目した演繹的読解の可能性 ―Hero's 

Journey の構造分析による授業実践の試み― 

佐藤佐敏 (福島大学) 

➀11-5 文学テクストの読みを駆動する認知的道具に関する実

践的研究 ―「少年の日の思い出」の授業実践の検討

を通して― 

住田勝 (大阪教育大学) 

西川和貴 (大阪教育大学附属池田中学

校) 
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第 12 会場  F304 講義室  司会 幸田国広(早稲田大学) 甲斐雄一郎(文教大学) 

➀12-1 漢文教育の未来を考える ―哲学、対話、教材― 中川雅道 (大阪教育大学) 

➀12-2 探究的な読みを促す授業設計に関する実践研究 ―文

学教材『大造じいさんとがん』における新三読法を用い

た指導過程に着目して― 

明比宏樹 (広島都市学園大学) 

➀12-3 産業に関する古典資料を活用した古典教育教材につい

ての一考察 ―大蔵永常「広益国産考」を例に― 

清田朗裕 (愛媛大学) 

➀12-4 「古典探究」との接続を目指した中学校における古典教

育の実践  

篠原嶺 (奈良教育大学附属中学校) 

➀12-5 社会的合意形成への道筋をつくる国語科教育 ―古

文、現代文の評論テクストの重ね読みの実践から― 

澤口哲弥 (神奈川大学) 

   

第 13 会場  F305 講義室  司会 余郷裕次(鳴門教育大学) 小川雅子(元山形大学) 

➀13-1 小学校国語科における伝統的な言語文化の学習指導

に関する一考察  

竹内孝彦 (元千葉大学教育学部修士課

程) 

➀13-2 古典翻案活動における読解主体形成の構造 ―意味選

択・意味構成・読解枠組みの自覚に着目して― 

武久康高 (高知大学) 

➀13-3 世羅博昭『源氏物語』実践の生成過程 ―昭和

49(1974)年度の実践を対象として― 

井浪真吾 (京都外国語大学) 

➀13-4 古典文法学習における「問い」の傾向 ―教科書の手

引きを中心として― 

永田里美 (明星大学) 

➀13-5 気軽に和歌に親しみ鑑賞を促すための授業提案 ―単

元 一千年の I miss you― 

下田実 (比治山大学) 
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第 14 会場  F201 講義室  司会 佐藤多佳子(上越教育大学) 寺井正憲(元千葉大学) 

➁14-1 国語科の授業におけるエージェンシーの創出  成田信子 (國學院大學) 

➁14-2 〈フロレゾン〉（開花構造） ―〈共創的評価〉と〈潜在的

共創解放リテラシー〉の相互生成プロセス― 

梁梨花 (慶應義塾大学・院生, 横浜市立

豊田中学校) 

➁14-3 国語科における「主体」に関する一考察 ―学校支援プ

ロジェクトにおけるアクションリサーチ― 

工藤紗樹 (上越教育大学教職大学院・院生) 

山本康生 (上越教育大学教職大学院・院生) 

吉澤和志 (上越教育大学教職大学院・院生) 

佐藤多佳子 (上越教育大学教職大学院) 

➁14-4 中学校国語科における学習意義の実感を促す自己調

整学習の検討 ―探究的な学習過程に着目して― 

中山莉麻 (京都教育大学附属桃山中学

校) 

➁14-5 省察型国語科授業における「発問」の位置  香月正登 (梅光学院大学子ども学部) 

小泉芳男 (広島市立袋町小学校) 

赤木詞友 (北九州市立鴨居田小学校) 
   

第 15 会場  F202 講義室  司会 砂川誠司(愛知教育大学) 奥泉香(東京学芸大学) 

➁15-1 ICT を活用した「第２の教室」設置による新たな国語科

学習モデルの開発② ―家庭学習における「個人の学

習課題」の追究過程に着目して― 

内山公介 (山口大学教育学部附属山口

小学校) 

➁15-2 小学校国語科における「絵画読み」による言語運用能

力の育成  

髙井大輔 (大阪市立加美南部小学校) 



8 
 

➁15-3 国語科における概念の命名から教科横断的転移へ ―

メタ認知基盤形成の実践的検証― 

長澤元子 (北海道函館西高等学校) 

➁15-4 有機的横断を図る探究型単元学習指導のこころみ  辻本祥宏 (三田市立広野小学校) 

➁15-5 多角的な視点から情報相互の関係を検討し、複層的に

吟味・分類する学びを支援する学習材の開発 ―薬の

広告を活用したデジタルキューブの開発― 

奥泉香 (東京学芸大学)   

渡邉裕 (東京学芸大学附属高等学校)   

阿部由美 (東京学芸大学附属高等学校)   

宮本淳子 (東京学芸大学) 

   

第 16 会場  F203 講義室  司会 寺田守(京都教育大学) 府川源一郎(横浜国立大学) 

➁16-1 児童作文にみられる敬語の変遷 ―接頭辞「お」「ご」に

注目して― 

加藤恵梨 (愛知教育大学) 

➁16-2 小学校国語科における文体意識へのアプローチ（２） 

―今西祐行作品を比べ読む実践― 

大谷航 (尚絅学院大学) 

➁16-3 人称指定と自発的人称選択との比較 ―『走れメロス』

における回顧録の実証分析― 

遠藤正笛史 (福島大学附属中学校) 

田川朗子 (田村市立船引小学校) 

佐藤佐敏 (福島大学) 

➁16-4 道徳科教材と国語科教材の比較に基づく「世間」概念

に関する一考察 ―「かぼちゃのつる」「ごんぎつね」を

対象として― 

新妻千紘 (東京家政大学児童学部児童

学科) 

➁16-5 Sprachgefühl の系譜 ―欧州言語思想の文脈― 笹平真之介 (盛岡大学) 

   

第 17 会場  F204 講義室  司会 細川太輔(静岡大学) 坂口京子(放送大学) 

➁17-1 アダプテーション研究から問い直す創作 ―Alex 

Pinar(2019)のアダプテーション理論を手がかりに― 

陣野靖広 (福島大学大学院・院生) 

➁17-2 中学校１年生の音読と黙読による推敲の特徴の比較 

―音読を作文指導で活用するという視点で― 

吉田吏玖 (東京学芸大学大学院連合学

校教育学研究科) 

➁17-3 サークル対話と協同推敲で記号接地したことばの学び

と他者とのつながりをつくる ―フレネ教育を土台とした

小学校低学年の国語の学び― 

本田祐吾 (珊瑚舎スコーレ) 

➁17-4 「調べる綴方」の作品批評に見る教師の鑑識眼の特徴 

―1930 年代の文集の検討を通して― 

菊田尚人 (山形大学) 

➁17-5 英語圏における Teachers as Writers 研究に関する

文献レビュー   

澤田英輔 (福山平成大学, 広島大学大

学院・院生)    

第 18 会場  F205 講義室  司会 守田庸一(三重大学) 間瀬茂夫(広島大学) 
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➁18-1 高校国語教科書における論理の知識領域 ―高大接

続・数学との比較の観点から― 

名倉早都季 (立教大学 大学教育開発・

支援センター) 

➁18-2 高等学校国語科における論理的な文章の「翻作」実践

による価値の検証 ―「読むこと」の力の育成との関連

を中心に― 

川崎順未 (北海道教育大学大学院・院

生, 北海道釧路北陽高等学校) 

➁18-3 「二重の批評性」による評論教材の批判的読みの学習

指導論  

伊藤まりか (広島大学大学院・院生) 

➁18-4 批判的リテラシーの視点による学習者の学びの捉えな

おし ―小学 6 年「海の命」と原案「一人の海」を用い

た授業実践― 

塚本彩乃 (西宮市立鳴尾北小学校) 

➁18-5 中学生の批判的統合における読みの水準とテクスト参

照の特徴  

村井隆人 (大阪教育大学) 

   

第 19 会場  F206 講義室  司会 羽田潤(兵庫教育大学) 髙木まさき((公財)教科書研究センター) 

➁19-1 文学教材の教材研究過程に関する一考察 ―リー・ショ

ーマンの「教育的推論と行為」モデルをもとに― 

伊藤圭亮 (上越教育大学教職大学院・院

生) 

➁19-2 「韻文のリズムの内在化」における段階的な徴標  廣田鉄平 (横浜市立万騎が原小学校) 

➁19-3 詩の読解における要点駆動 ―最後の一文への着目が

読解過程に及ぼす影響― 

岩崎直哉 (富山国際大学) 

➁19-4 ストーリー漫画の教材化 ―行間を読む行為に焦点を

当てて― 

桃原千英子 (沖縄国際大学) 

➁19-5 「対話」を重視した劇化活動による文学教材の学習指

導 ―魯迅『故郷』の場合― 

内藤三和子 (久留米市立櫛原中学校) 

   

第 20 会場  F306 講義室  司会 冨安慎吾(島根大学) 藤森裕治(文教大学) 

➁20-1 オマージュ的手法による漢詩学習 ―竹村信治の

respect を基に― 

吉澤和志 (上越教育大学大学院・院生) 

➁20-2 『荘子』天下編教材考 ―理系学級における漢文指導

の一案― 

樋口敦士 (狭山ヶ丘高校) 

➁20-3 学習者の「漢詩的経験」に関する基礎的考察 ―「漢詩

的経験」を促す授業の構築に向けて― 

山田和大 (尾道市立大学) 

➁20-4 台湾におけるコンピテンシー・ベース漢文授業の検討 

―『十二年国民基本教育課程綱要』に基づく現状と課

題― 

赫至琪 (広島大学教育室) 

➁20-5 「古典探究」の漢詩教材 

 

 

 

 

  

西一夫 (信州大学) 
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R-1 会場  F401 講義室 (○＝コーディネーター） 

「根拠・理由づけ・主張」を問い直す ２  ○幸坂健太郎 (北海道教育大学)  

○福澤一吉 (明治大学)  

  鶴田清司 (元都留文科大学)  

  篠崎祐介 (東京学芸大学)  

  白川晋太郎 (福井大学) 

R-2 会場  F405 講義室 (○＝コーディネーター） 

国語科における「手書き」活動の意義と「書写」指導のあり方  ○千々岩弘一 (鹿児島国際大学)  

  鈴木慶子 (長崎大学)  

  竜田徹 (佐賀大学)  

  鈴木貴史 (帝京科学大学) 

R-3 会場  F301 講義室 (○＝コーディネーター） 

母語としての日本語と外国語としての英語の連携的学びで得

られるものとは何か ―国語教育と英語教育の連携の実践、理

論的背景、歴史・意義にもとづいて― 

○三好徹明 (関西国際大学)  

   秋山英治 (愛媛大学)  

  寺西創 (和歌山県立向陽高等学校)  

  栗原達也 (桐朋中学校・高等学校) 

R-4 会場  F302 講義室 (○＝コーディネーター） 

「自省録（宮澤トシ）」をめぐって（５） ―ジェンダー論的観点

から― 

○望月善次 (元岩手大学) 

  大澤千恵子 (東京学芸大学) 

  千田洋幸 (東京学芸大学)  

  小久保美子 (元新潟大学) 

  佐藤宗大 (玉川大学) 

R-5 会場  F303 講義室 (○＝コーディネーター） 

高校国語の現在とこれから(1) ―「主体的・対話的で深い学

び」の実装を中心に― 

○稲井達也 (大正大学)  

  有働玲子 (聖徳大学)  

  小沢貴雄 (鹿児島女子短期大学)  

  小川一美 (東京学芸大学附属国際中等   

教育学校)  

  畑綾乃 (筑波大学附属高等学校) 

R-6 会場  F304 講義室 (○＝コーディネーター） 

生成 AI と国語教育の共創 ―「思考のプロセス」をいかに導

くか― 

○野中潤 (都留文科大学) 

  渡邉光輝 (お茶の水女子大学附属中学校)     

  宮城信 (富山大学)  

R-7 会場  F305 講義室 (○＝コーディネーター） 

日本語語彙力向上を目指す学習支援アプリの可能性 ―日英

複言語的アプローチの観点から― 

○大塚みさ (実践女子大学)  

三田薫（実践女子大学） 

伊藤雅人（京都市立日吉ヶ丘高等学校） 
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＊訂正 ② 地下道の「パン屋さん」は退店し、今はシュークリーム専門店(ビアードパパ)が入居中です。 
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